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【結果】原発巣 73例(79%)で E-cad発現陽性。長径 5mm以下の例では全例発現陽性
であったが、他の臨床病理学的因子と E-cad発現に関連はなかった。17例(25%)の腫
瘍先進部では E-cad発現が減弱しており、腫瘍中心部と比較し先進部の発現は有意に
低率であった。LNMでは 49病巣(86%)と高率に E-cad陽性であった。LNMで E-cad
陰性の 5/8例で先進部での発現減弱を認めており、先進部と LNMの E-cad発現との
間に有意な相関を認めた。一方で、原発巣 E-cad陰性の 10/11例では LNMで E-cad
再発現を認めた。細胞増殖能を示す Ki-67の発現は全例で低率であり、臨床病理学的
因子や E-cad発現との間に明らかな関連は認めなかった。 
【結論】PTMC やその LNMにおける癌細胞は、多くの症例では indolentな特性を
持っていることが示された。一方で浸潤・転移への E-cad発現減弱の関与や、転移巣
形成での E-cad再発現の関与が示唆される結果であり、初期の癌である PTMCにお
いても癌細胞がすでに悪性化に関わる潜在能力を有していることを示す結果と考え
られた。 
 
 
 
 
